
近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
火
災
の
発
見
が

遅
れ
た
り
、
避
難
が
遅
れ
る
こ
と
が

主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
消
防
法
令
が

改
正
さ
れ
、
一
般
住
宅
に
も
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
１８
年
６
月
か
ら
新
築

住
宅
で
は
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
既
存
の
住
宅
は
、
平
成
２０
年

５
月
末
ま
で
に
設
置
す
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
家
や
家
族
を
守

る
の
は
、
あ
な
た
自
身
で
す
。
早
い

時
期
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
期
限
間
近
に
な
る
と
品
薄

に
よ
る
入
手
困
難
や
悪
質
販
売
業
者

に
よ
る
押
し
売
り
な
ど
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
か
ね
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

法
令
に
よ
り
設
置
基
準
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
左
の
図
を
参
考
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。
器
具
を
量
販
店

で
購
入
し
て
、
自
分
で
取
り
付
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
課
!
７２
・
１
９
１
６

■
事
例

男
性
２
人
が
来
て
、
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
あ
り
ま
せ
ん
」「
回
覧
が

回
っ
て
い
る
は
ず
だ
」
と
話
し
台
所

の
壁
に
１
個
設
置
し
、
１
万
９
千
９

百
円
を
請
求
し
た
。
契
約
書
に
サ
イ

ン
し
請
求
金
額
を
支
払
っ
た
。
契
約

書
は
市
に
提
出
す
る
と
言
っ
て
持
ち

帰
っ
た
。
（
鳥
取
県
益
田
市
）

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

・
消
防
職
員
は
訪
問
販
売
し
ま
せ
ん
。

・
自
分
の
家
に
は
ど
の
か
所
に
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
あ
ら
か
じ

め
知
っ
て
お
く
。

・
承
諾
を
得
ず
点
検
を
始
め
る
な
ど
、

怪
し
い
と
感
じ
た
ら
そ
の
場
で
断
る
。

・
点
検
は
個
人
で
容
易
に
で
き
、
点

検
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
で
き
な

い
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
即
決
・
契

約
し
な
い
こ
と
。

・
事
前
に
見
積
も
り
を
と
り
、
工
事

内
容
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
。

・
安
す
ぎ
る
の
は
、
お
か
し
い
と
疑

う
こ
と
。

・
罰
金
と
い
う
言
葉
に
動
揺
し
な
い

こ
と
。
（
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
）

ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
２

月
１
日
〜
４
月
３０
日
）
の

期
間
中
に
千
葉
県
内
で
撮

影
し
た
作
品
で
、
各
部
門

に
該
当
す
る
写
真
を
応
募

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
部
門

「
房
総
発
見
伝
」
の
８

つ
の
ワ
ー
ド
【
花
】【
海
】

【
健
】（
健
康
）【
歴
】（
歴
史
）

【
祭
】【
味
】【
夢
】（
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
）【
美
】（
美
術
・
工
芸
な
ど
）
の
８

部
門

◆
応
募
受
付
期
間

５
月
１１
日
（
金
）
ま
で

※
当
日
消

印
有
効

◆
賞
お
よ
び
賞
品

【
総
合
】
房
総
発
見
伝
（
千
葉
県
知

事
）
賞
／
Ｊ
Ｒ
東
日
本
賞
／
富
士
フ

イ
ル
ム
賞
〈
そ
れ
ぞ
れ
１
点
〉
…
賞

金
１０
万
円
、
賞
状
、
副
賞

【
部
門
】
優
秀
賞
〈
各
１
点
・
計
８

点
〉
…
賞
金
１
万
円
、
賞
状
、
副
賞

入
選〈
各
３
点
・
計
２４
点
〉…
賞
状
、

副
賞
、
特
産
品

◆
発
表

６
月
下
旬

※
入
賞
者
へ
の
直
接
通

知
を
も
っ
て
発
表

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ

ち
ば
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会

千
葉
県
庁
観
光
課
内「
房
総
発
見
伝
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

〒
２
６
０
!
８
６
６
７

千
葉
市
中

央
区
市
場
町
１
番
１
号

!
０
４
３

・
２
２
３
・
２
４
１
２

５
月
か
ら
始
ま
る
公
民
館
の
新
規

講
座
が
決
定
し
ま
し
た
。

要
望
の
多
か
っ
た
「
琴
・
ペ
ン
字

料
理
」
の
３
講
座
を
新
た
に
加
え
ま

し
た
。
趣
味
・
創
作
・
伝
承
・
健
康
な

ど
に
区
分
さ
れ
た
４５
講
座
の
内
容
は

一
覧
表
に
ま
と
め
て
公
民
館
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

受
け
付
け
の
開
始
は
４
月
３
日

（
火
）で
、
詳
細
は
４
月
号
の
広
報
に

掲
載
し
ま
す
。
休
日
開
催
が
多
い
の

で
お
勤
め
の
方
も
気
軽
に
受
講
で
き

ま
す
。ま
ず
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。寿

大
学
は
５
月
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

問
公
民
館
!
７２
・
０
７
３
５

公
民
館
は
講
座
や
サ
ー
ク
ル
の
年

間
予
定
が
決
ま
り
次
第
、
一
般
利
用

の
予
約
を
承
り
ま
す
。

各
種
会
議
室
の
ほ
か
、
舞
台
・
楽

屋
付
大
会
議
室
、
和
室
、
料
理
実
習

室
、
陶
工
芸
室
に
加
え
作
品
展
や
個

展
の
で
き
る
本
格
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

１
時
間
単
位
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
時
間
は
９
時
〜
２２
時
ま
で
で

す
が
、
営
利
目
的
に
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
４
月
以
降
の
予
約
を
３
月
１

日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
の
で
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
公
民
館
!
７２
・
０
７
３
５

火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
無
く
す
た
め

す
べ
て
の
住
宅
に

火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
化

◎寝室と階段には、設置する義務があります。
◎同じ階に５部屋以上ある場合は廊下などに設置する
義務があります。
◎台所は、出火危険が多いことから、設置が望ましい。
◎壁、はりから６０㎝以上離隔した天井部分、または天
井から１５㎝以上５０㎝以内の壁面に取り付ける。
◎換気口などの空気吹き出し口から１．５ｍ以上離隔し
た位置に取り付ける。
※不明な点は消防本部予防課（!７２ー１９１６）へ

フフジジカカララーー「「房房総総発発見見伝伝」」
フォトコンテスト

多
彩
な
内
容
・
楽
し
く
学
ぼ
う

４
月
か
ら
の
予
約
受
付
開
始

公
民
館
講
座
が
決
定

集
い
の
広
場
・
公
民
館

悪
質
訪訪
問問
販販
売売
なな
ど
に

ごご
注注
意意
をを
！
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今年の走り初め 健康マラソン大会に５８３人が参加

平
成
１８
年
度
少
年
の
日
地
域
の
つ
ど
い
海

匝
地
区
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
１
月
２８
日

（
日
）、旭
市
総
合
体
育
館
で
海
匝
地
区
の
小

学
校
１２
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
吉
田
小
、
八
日

市
場
小
、
栄
小
、
共
興
小
、
椿
海
小
の
５
チ

ー
ム
が
代
表
と
し
て
出
場
し
、
３
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
で
の
予
選
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ

る
決
勝
戦
の
結
果
、八
日
市
場
小
が
準
優
勝
、

椿
海
小
が
第
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
熱
戦

匝瑳市長杯

匝陵ミニバス大会結果
【男子】（参加１６チーム）

優勝…府馬小（香取市） 準優勝…多古ＭＢＣ ３位…

東陽小（横芝光町）、干潟小（旭市）

優秀選手賞…菅谷翔太（府馬小）、多田昌広（同）、加藤翔

平（多古ＭＢＣ）、若梅賢太（東陽小）、宮本健史（干潟小）

【女子】（参加３０チーム）

優勝…豊岡小（山武市） 準優勝…豊和小 ３位…府馬

小（香取市）、多古ＭＢＣ

優秀選手賞…畔蒜恵美（豊岡小）、鵜澤愛実（同）、八木華七

子（豊和小）、越川千夏（府馬小）、保田まどか（多古ＭＢＣ）

準優勝の八日市場小チーム

女子の部準優勝の豊和小チーム３位の椿海小チーム

１
月
１４
日
（
日
）
に
八
日
市
場
小
を

会
場
に
行
わ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
上

位
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

高
校
男
子

①
仙
田

達
朗

匝
瑳
高

②
石
橋

美
規

匝
瑳
高

③
大
木

敬
仁

匝
瑳
高

小
学
１
・
２
年
男
子

①
横
山

直
矢

旭
市

②
飯
田

大
稀

座
間
市

③
安
藤

正
紀

豊
和
ス
ポ
少

高
校
女
子

①
栗
栖

明
代

匝
瑳
高

②
菅
澤
奈
津
子

匝
瑳
高

③
平
山

晴
佳

匝
瑳
高

小
学
１
・
２
年
女
子

①
近
藤

朱
莉

八
日
市
場
小

②
新
田

和
江

八
日
市
場
小

③
北
村

舞
雪

豊
栄
小

一
般
男
子

①
勝
又

俊

生
尾

②
岩
崎

良
雄

旭
市

③
五
木
田
浩
信

横
芝
光
町

小
学
３
・
４
年
男
子

①
粂
川
祐
太
郎

野
栄
ス
ポ
少

②
伊
藤

光
佑

野
栄
ス
ポ
少

③
小
川

駿

野
栄
ス
ポ
少

一
般
女
子

①
椿

麻
里
恵

上
谷
中

②
宍
倉
由
美
子

上
谷
中

小
学
３
・
４
年
女
子

①
海
保

実
紅

飯
高
小

②
江
波
戸
愛
実

八
日
市
場
小

③
高
橋

杏
奈

豊
和
小

一
般
３５
歳
以
上
男
子

①
岸
本

和
明

袖
ヶ
浦
市

②
常
世
田
敏
彦

旭
市

③
武
石

幸
一

八
日
市
場
イ

小
学
５
年
男
子

①
根
本

昴
宏

豊
和
ス
ポ
少

②
浅
野

賢
也

須
賀
ス
ポ
少

③
守
屋

竜
生

中
央
ス
ポ
少

一
般
３５
歳
以
上
女
子

①
鈴
木

恵

山
武
市

②
横
井

嘉
美

八
日
市
場
ニ

③
岸
本

浩
美

袖
ヶ
浦
市

小
学
５
年
女
子

①
近
藤

絢
香

八
日
市
場
小

②
石
井

眞
愉

吉
田
小

③
島
田

真
希

椿
海
小

一
般
５０
歳
以
上
男
子

①
大
庭

文
夫

印
西
市

②
岩
井

常
之

旭
市

③
遠
枝

秀
世

芝
山
町

小
学
６
年
男
子

①
佐
々
木
勇
弥

山
武
市

②
佐
藤

彰
太

須
賀
小

③
飯
島
正
一
郎

須
賀
小

一
般
６０
歳
以
上
男
子

①
伊
藤

敏
雄

八
日
市
場
ホ

小
学
６
年
女
子

①
小
林

加
奈

八
日
市
場
小

②
伊
藤
実
奈
子

八
日
市
場
小

③
海
保

仁
美

飯
高
小

一
般
６５
歳
以
上
男
子

①
芳
賀

徳
次

野
手

②
平
野

良
夫

東
小
笹

③
斉
藤

義
雄

横
芝
光
町

中
学
男
子

①
林

富
美
也

野
栄
中

②
佐
久
間
大
輔

野
栄
中

③
横
井

孝
行

八
二
中

親
子
（
就
学
児
）

①
大
木
通
照
・
將
崇

久
方

②
守
屋
陸
・
貴
徳

若
潮
町

③
佐
々
木
一
美
・
遼

山
武
市

中
学
女
子

①
伊
藤

恵
美

野
栄
中

②
高
橋

優
里

横
芝
中

③
市
原

成
美

八
二
中

親
子
（
未
就
学
児
）

①
近
藤
洋
行
・
妃
奈
乃
八
日
市
場
イ

②
鎌
形
悦
弘
・
惇
人

飯
塚

③
佐
藤
靖
之
・
将
聖

横
須
賀

１３


